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令和２年７月６日   

横浜市立深谷中学校 

校長  榎田 卓央 

天は二物を与え…る？ 
  

学校生活が再開されて、一か月が経ちました。生徒のみなさんは、学校生活に慣れてきた

でしょうか？さて、3年生は進路選択の活動が本格的になってきます。みなさんと一緒に、

自分の進路についてもこれから考えていきましょう。 

 

 “天は二物を与えず”ということわざがあります。「二物」とは二つのもの、ことわざの中

では、才能や長所を指します。才能や長所は誰もがもち合わせているが、逆に課題もある、

つまり完璧な人間はなかなか存在しない、ということから「努力すること無しで、才能が 

開花することは無いですよ」との意味で使われます。 

信念をもっていくつもの才能を開花させるスポーツ選手がいるという話を最近、テレビで

見ました。それは、福岡堅樹選手です。昨年のラグビーワールドカップ2019の日本代表の

選手で、日本の初の決勝トーナメント進出の立役者にもなった選手といえば、覚えている人

も多いでしょう。俊足と的確な判断を発揮して、日本ラグビーの新しい歴史を創りました。 

その福岡選手は、本当だったら今年開催される予定だった東京オリンピックに７人制ラグ

ビーの日本代表として、出場する予定でした。しかし、新型コロナウイルスの世界的な感染

拡大で、オリンピックが一年延期になってしまいました。他の競技も含めて、日本代表に選

ばれた多くのオリンピック選手が、延期された来年の大会に向けて、改めて出場に向けての

準備を始めています。そうした中、福岡選手は自分からその代表の座を返上しました。 

なぜか？それは自分が追い求める自分の別の夢をかなえるためでした。その別の夢とは？

福岡選手には、将来、医師になりたいという子どもの頃からの夢がありました。医師になり

病気で困っている人を助けたいという志（こころざし）のあるアスリートだったのです。 

この報に接して、私はすぐには信じられませんでした。医師の国家資格を取るためには、 

幅広く深い受験勉強が必要になります。勉強を始めるのは、延期されたオリンピックに出場

した後からでも良かったのではないかな？と感じました。しかし、福岡選手は自分で決めた 

自分の将来像を実現するために、あえて日本代表の座を返上し、医師になるための勉強を始

める選択をしたのです。 

 改めて考えると、一見もったいないと感じた選択に見えましたが、福岡選手はしっかりと

した意思をもち、自分の夢=目標を叶える信念に向かって、それこそラグビーの試合の時の 

ように突き進んでいく人だということがよくわかりました。オリンピックでの福岡選手の 

活躍は見られないのは残念ですが、きっと素晴らしい医師になるのだろうな、と応援したく 

なりました。福岡選手の次の夢への取り組みを、応援したくなりました。 

 「天は二物を与えた！」福岡選手が医師になり、多くの困っている人を助けるようになっ

た時に、世間はそういうふうに言うかも知れませんね。 
 

 

 

 

令和２年 深谷中学校 人権標語 

違うからこそ広がる世界  個性はあなたの宝物 



 

 

 臨時休校機関が終わって学校が再開され、少しずつですが以前の学校生活に戻り始めています。 

 生徒の皆さんが中学校生活で楽しみにしている部活動も、いくつかの点に注意しながらにはなり

ますが、7 月 1 日から再開されました。3 年生・2 年生を中心に、久しぶりに部活動の場で再会

する様子を見ていると、ホッとした気分になりました。授業中とは明らかに違った表情で、各部の 

顧問の指導のもと熱心に取り組む姿が、校内のあちらこちらで見られるようになりました。やっと

始まった部活動が、これからもずっと続けられるために、一人ひとりが、感染予防と熱中症対策を

忘れないように、活動していきましょう。また、1年生は仮入部、どの部に入ろうか？と考える時

です。各部には、優しい先輩たちが 1 年生の入部を待ってくれていますので、中学校生活の先を

見通して、どの部に入るのか？じっくり検討しましょう。先輩たちは、貴重な時間を 1 年生のた

めに割いて１年生に対応してくれますので、仮入部の時には、忘れ物などして迷惑を掛けることの

無いように気をつけることも忘れずに！ 

 

《部活動に参加している３年生の保護者の皆様へ》 

本年度は、部活動における区・市・県の大会やコンクール等が中止になってしまっています。 

しかし、ここまで頑張ってきた３年生の練習の成果を発揮する機会を何とか確保出来ないか？を、 

市校長会と中学校体育連盟とで話合いを続けております。その結果、区内での交流試合を“３年生

節目の場”として設定することは決まっています。 

 

以前お配りした部活動開始にあたっての学校からの文書に、「交流試合等の場所には、保護者は

入れない」旨を記載しましたが、神奈川県や横浜市のさまざまなイベント再開にむけた取組の動き

を見ながら、保護者の参観に関しての検討を進めてきました。 

その結果、３年生の保護者に限り、感染予防にともなういくつかの項目にご協力を頂くことを 

前提に、参観していただけるようになりました。ご協力頂く項目等は、改めてお知らせします。 

 また文化部の活動につきましても、改めて連絡をいたします。もうしばらくお待ちください。 

《深谷中学校 新型コロナウイルス対策》 

～大正商店街の皆様、ありがとうございます～ 

深谷中学校では、使用した教室や教材等を先生たちが毎日消毒しています。消毒の際に使用して

いるのが、界面活性剤の入った家庭用の洗剤と、「次亜塩素酸水」です。地元の大正商店街の中に、

この次亜塩素酸水を生成する機械があり、毎週ポリタンク一杯の次亜塩素酸水を、ご厚意で無料で

分けてもらっています。次亜塩素酸水は安全性の高さから、食品添加物にも使用されていますが、

その一方で、人間の肌と同じ弱酸性のため、手指が触れてもダメージを受ける事は無いとされてい

ます。ただし、空中噴霧による除染にはWHO世界保健機関が否定的な見解を示しているため、本

校でも噴霧消毒はせずに、拭き取り掃除に活用しています。 

 なかなか手に入らない次亜塩素酸水、大変助かっています。地域の皆様に支えられる深谷中学校、 

紙面を借りて御礼申し上げ、これからもよろしくお願いします。 

深谷中学校、部活動も始まりました！ 



 

 

 

 

先日、生徒会本部役員と校長との懇談会を開きました。臨時休校機関が長かったので、生徒会の

活動も大きな影響を受けましたが、こちらも少しずつですが、活動が始まりました。 

放課後校長室に集まってくれたのは、 

生徒会長の高木 榛斗さん、３年副会長の田村 圭さん、３年書記の見田 絢香さん、 

２年副会長の三瓶 雅さん、２年書記の橋本 結衣さんの５人です。 

 役員一人ひとりが活動したい内容について話してくれました。本当にいろいろなことを考えてく

れていました。一部になりますが、その内容はと言うと・・・ 

 

 ・学校のホームページをもっとたくさんの生徒に興味をもって見てもらうために、いろいろと 

工夫出来たら良い。 

 ・Ｆｐｈ活動をもっと活発にしたい。 

 ・心身思生くんをもっと活躍させたい。 

 ・ＳＤＧｓの大切さを、もっと拡げたい。 

 ・学校の良さを分かってもらうため、“流星新聞”を作りたい。最近は暗いニュースが多いので 

  明るいニュースをたくさん書きたい。 

 ・日本赤十字社やユニセフの募金活動が出来ないか？ 

 ・校内を花でいっぱいにしたい。もっと緑化を進めたい。 

 ・中止になった学校行事の分のエネルギーを、他の行事を盛り上げたり学校生活で生かしたり 

したい。 

 ・絵を得意とする生徒が多いので、発揮する場を作れたら。 

 ・校則について、少しあいまいになっているので、生徒に関心をもってもらうために復習する 

機会をもてたら。 

 

 初めての懇談で、前向きな様々な意見が次々に出されて、校長としてとても感心しました。 

そして元気をもらいました。役員の皆さんの声は、生徒の声でもあります。校長としても 

協力できることは、どんどんやっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次亜塩素酸水】           【生徒会役員と校長先生】 

生徒会本部役員との懇談 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
行事予定については、直前での変更を行う場合もございますので、学年や学級からの連絡にもご注意いただ
きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉庁日には学校

には当番の職員

がおりません。

電話等の対応も

留守番電話にな

りますので 

よろしくお願い

いたします。 

工事のお知らせ 
本年度、６月下旬から１１月上旬にかけて、

深谷中学校の外壁工事が施工されます。生徒の
学校生活が窮屈になって 
しまうこともあると思い 
ますが、より良い学校環境 
整備のためにご協力をお願 
いします。保護者の方に 
つきましても、ご来校の 
際は車の出入り等、どう 
ぞご注意ください。 

今月の一言 

逆境の中で咲く花は、どの花より

も貴重で美しい。 

(ウォルト・ディズニー) 

放課後学習会「ブリッジ」 

 深谷中学校では生徒の学力向上の一環とし

て、放課後学習会＝「ブリッジ」を行っていま

す。詳しいことは、別の機会でご連絡します。

積極的に活用してみてください。 


